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　新規患者の概要

※「死亡」は死亡後に新型コロナウイルスが検出された者も含みます。
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　療養者数等の状況（本日１５時時点）
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記　者　発　表　資　料

令和３年１０月１３日 
疾病・感染症対策課感染症対策班
担当：髙橋
電話：０２２－２１１－２６３２

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)患者の発生等について

　本日，新規患者の公表はありません。
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このほか，陽性判明日が5月28日以前の検体3件を検査しておりますが，L452R変異株は確認されておりません。

※本日追加 0件 ※本日追加 0件 ※本日追加 0件

※受入可能病床・・・対応人員や入退院の状況により実際に各医療機関が当日に受入可能な病床

※入院者数（使用病床数）は，その他医療機関に入院されている方を含みません。

Ｌ４５２Ｒの変異がある変異株の確認状況（県分）
（Ａ）

陽性患者数
（Ｂ）

スクリーニング件数
（Ｎ） （Ｃ）

Ｌ４５２Ｒ陽性

使用率 10.7% 5.6% 使用率 25.0%

（Ｂ／Ａ） （Ｃ／（Ｂ－Ｎ））

2,875件 1,426件 (49.6%) 64件 1,243件 (91.3%)

判定不能
（5/29～10/12判明分）

10.0%

　変異株の確認状況（本日１５時時点）

入院者数
(使用病床数) 19人 1人 入院者数

(使用病床数) 19人 1人

受入可能病床数 178床 18床 受入可能病床数 76床 10床

（２）受入可能病床の状況
〈全県〉　　　　 　　　             　 　　      〈仙台医療圏〉

受入可能病床 受入可能病床

全入院者 うち重症者 全入院者 うち重症者

※確保病床・・・各医療機関から報告のあった現時点で確保している病床

※入院者数（使用病床数）は，その他医療機関に入院されている方を含みません。

※本日の病床数 ：498床 （感染症指定医療機関： 244床 ，入院協力医療機関 ：254床

使用率 3.8% 1.9% 使用率 6.0% 2.6%

入院者数
(使用病床数) 19人 1人 入院者数

(使用病床数) 19人 1人

全入院者 うち重症者

確保病床数 498床 54床 確保病床数 317床 39床

（１）確保病床の状況
〈全県〉　　　　 　　　             　     　　  〈仙台医療圏〉

確保病床 確保病床

全入院者 うち重症者

　病床の使用状況（本日１５時時点）



③ こまめに換気をする

※家庭用エアコンで換気はできない

冷暖房をしていても定期的に換気をする

２箇所の窓を開け、扇風機で空気の流れ
をつくり、常時換気することが望ましい

④ 速やかにワクチンを接種する

※高齢者のワクチン接種は概ね完了

次は若年者がワクチン接種を

ワクチン２回接種後も、感染予防対策は必要です!!
感染者のうち、約６％の*ブレイクスルー感染がわ
かっています。

＊ブレイクスルー感染とは、ワ
クチン２回接種後、2週間以上
経って発症（感染）している方
を集計しています。

感染対策として気をつけるべきポイント５点

① 会話の際には１．９メートルの距離をとり、
会話の時間は短くする

※従来は１～１.５メートル。相手との距離
を十分にとる

② 必ず不織布のサージカルマスクを着用する

※ウレタンや布のマスクは感染予防効果が
低い

県民へ感染対策の強化の呼びかけ

○ 宮城県内では、変異株L452R（デルタ株と疑われる変異株）の感染が
拡大し、ほぼ従来株から置き換わっている

○ 変異株L452Rは非常に感染力が強く、従来の感染対策では不十分

※9/27～10/3の陽性患者の
うち、検査を行った9件
の100.0％の7件がL452R

（判定不能2件除く）

東北医科薬科大学医学部 賀来満夫特任教授など
宮城県感染症アドバイザリーボードの専門家のご意見をもとに作成



エアロゾル感染とは

エアロゾルとは、空気中の小粒子や飛沫が浮遊している状態のこと
・咳で約700個/回、くしゃみで約4万個/回発生
・気管挿管や喀痰吸引等の医療処置ではさらに多く発生

マスク着用と換気が重要!!ウイルスが回り込んで来る可能性あり
アクリル板を過信しないで！

⑤感染者が増加しているときは、普段会わない人
（家族以外の人）と会うのは避ける

※最近会っていなかった友人や知人、初めて会
う人との接触はできるだけ減らす

休日のそうした行動で感染しているケースが
多く、休日後の感染拡大につながっている

リモートでのコミュニケーションを積極的に
取り入れる


